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《史料紹介》
「亜行日記」
松本荘一
郎
はじめに
幕 末 か ら 明 治 初 年
にかけて、西洋の
文明、知識などを求めて数多
くの日本人が海外
に留学したことはよく知られている。
彼らが異国
で体験した様々な出来事
を書いた日記や手記は数多く存在し、現在
それらをまとめて見ることができる代表的なものとして
『明治欧米
見聞録集成』ー
を挙げることができる。
そ の 「 序 」
に よ る と 「日本の欧 米 研 究 は 幕 末 か ら 進 め ら れ て お
り、
それは幕府・藩、さら
に明治政府による積極的な政策に発展した。
なかでも、外国語研究、翻訳から留学、巡回へとの進展は、それらの報告・記録等を数多く収
める
に至った」とあり、特
に幕末以降の
欧米研究の隆盛が、このよう
に多くの報告書や記録類を書き残すよ
うに
なった要因の一つとしている。
そしてこの時期、欧米を訪れた
日本人が、政治や経済だけでなく文化や慣習などを含めて、ありとあらゆる西洋の事物を吸収しようとしていたことをこれらの見聞録から読み取ることができると述べている。
確か
に彼らの日記などを見ると、その日
に起きた、
または目にし
翻刻・解説
瀬戸
口龍
一
( 大 学 史 資 料 課 )
た 非 常
に細かいことまで書き記していることがわか
る。
今 回 紹 介 す
る「亜行日
記」も、その書名からわかるよう
に、アメリカに留学し
た 一 青 年 が 明
治期
に書き綴った日記である。
この日記を取り上げた理由
に つ い て は 後 述 す
るが、専修大学創立
者 の 一 人 で あ る 目 賀 田 種 太 郎 が 登 場 す る た め で あ る 。
ここでは、作
者 で あ る 松 本 荘 一 郎 、 そ し て 彼
が書いた「亜行日記」の書誌的情報、
最後
に 松 本 荘 一 郎 と 目
賀田種太郎
について簡単な解説を付すことと
したい
。
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「松本荘一郎
」に
ついて
まず、作者である松本荘一郎
に つ い て 紹 介 す る 。
彼の
生
涯
につい
ては
「朝日日本歴史人物事典』2
『国史大辞典」3
など
によって簡易
的に
は知ることができるが、さら
に詳しく書かれているものとして
は、彼のいとこ
にあたる端が書き残した「松本荘一郎氏伝記一班」4
と題した伝記が残されている。
ただし、これはアメリカ留学までの
青年期までの記述であるため、その
生 涯 す べ て を 知 る こ と は で き な
い。
そ の ほ か 平
成二一年、岐阜県大
垣 市 が 市 制九
O周年記念事業の
一環として開催した「大
垣ルネ
サ
ンス先賢展」
にお
いて、地元
に 関
係する郷土の偉
人一
三
人を取り上げ顕彰したが、そのなかの
一人
に
松本荘
一郎 が い る 。
実 は 今 回 紹 介 す る
「亜行日記」
の存在を知った
のはこの展示のおかげであるが、その記念誌『先
賢展本
』 5
に、
「 わ
が国最初の
工学
博士で日本鉄道
界のリーダー」と題して、その生涯
や功績がくわしく紹介されている。
現在のところ、荘一郎の生
涯を
知るうえでは最もよくまとまっているものといえる。
ここではそれ
ら を 参 考
にして、彼の
生 涯 を 述 べ て い く こ と と す る 。
《 史料紹介》 松本荘一郎 「亜行 日 記」
明治期の鉄道技術者と
してその名を知られる松本荘一
郎 は 、 嘉 永
元年
(一八四八)五
月二三日、播磨国神崎郡粟賀村
(現
・兵庫県神
崎郡神崎町)
にて、松本隆平
(後
に文斎と号す)
の長男として生ま
れた。
幼年期より祖父
・玄
機
に漢学を学び、蘭学を学び始めたのは
慶応三年
(一
八六七)
、頃のこ
とである。
明治元年
(一八六八)
に
は 神 戸 で
洋 学 塾 を 聞 い て い た 箕 作 麟 祥 の 門 下
と な り 、 頭 角 を 現 す も 、
翌明治二年、経済的な理由から帰郷することとなった。
この時、荘
一 郎 の 才 能 を 惜
しみ、救いの子をさしのべたのが、同じ箕作の塾で
学ん
でいた大垣藩士
・上田肇と尾崎洲五であった。
「松本荘一郎氏
伝記一班」
に は こ の 時 の こ と を 次 の
よ う
に記
し て い る 。
同年
(明治二年
)何
月力
、同塾
(箕作麟祥の
塾)
生、大垣藩
・
上田肇、尾崎洲五、荘兄
ヲ慾
想シ
テ大
垣藩
一一 入ラシム、亡父俊
平則
チ荘兄
ヲ養
子
トシテ大
垣藩公用
人・
桐山辰次郎氏
強 引
卜
商 議 シ 、
同藩准士 族
卜シテ学費
ヲ給
シ 、 東京
一一 留 学
セシ
ム
(カッ
コ内
は 筆 者 )
このよう
に荘一郎は彼らの推薦を受け、大垣藩士族となり、大垣
藩校
に入学、その後大学南校
(現
・東京大学)
に 進 学 す る 。
しかし
同年九
月
に大 垣 藩 が 学 校 を 興 す と 大 垣
藩 立 学 校 洋 学 寮 の 「 社 長 心 得 」
と し て 帰 藩 す る も 、
翌 年 三
月に
は再び大学南校
に復学した。
明治初年、政府は近代化を推し進
めるため
に必要な知識を海外か
ら導入する
ため、
積極的
に海外
留学を奨
励していた
が、明治三年
(一八七O
)八
月 、
大学南校はその一環として
生徒を選抜、目賀田
種太郎
(静岡藩
士)
、香
月経五郎
(佐賀藩士)
、長谷川雄郎
(姫路藩
士)
、松本荘一郎
(大垣藩士)
の四人を国費
による留学生として派
遣することとなった。
荘一郎と専修大学創立者の
一人
・目 賀 田 と の
出 会 い は こ の 時
に始まり、彼らの付き合い
は荘一郎が亡くなるまで
続 い た 。
ちなみ
にこの時選ばれた四人は文部省
による初の国費留学
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生となった。
彼らは当初、イギリス
に留学する予定であったが、新興国である
アメ
リカで学ぶ
ほうが日本のため
になると自らで判断し、留学先を
アメ
リカ
に切り替えた。
アメ
リ カ
に 着 い た 荘 一 郎 は 、
ニュ
ーヨ
ー ク
に も 近 い ト
ロ イ 市 の 中
等学校に入学し、日賀回
や 長 谷 川 ら と と も
に 英 語
・数 学 を 学
んだ
後、
工科大学としてはアメリカで最も古い歴史をも
つレンセラ!大学
(ニューヨーク州トロイ市)に入学した
。そ
こで土木工学を修め、
明治九年(一八七六)に帰国。
東京府御用掛に任命されるとともに、
この時期誕生したばかりの東京大学でも講義を行った。
そして明治一一年(一八七八)には開拓使御用掛に転じ、
北海道
に出向く。
ここから荘一郎の鉄道人
生が始まるといって良いだろう。
すすた煤田開採事務副長、
工部権大技長となり、
この間、
開拓使雇米人ク
ロフォードとともに東京|青森間鉄道の線路調査に従事した。
たんこう
その後は工部省・農商務省・北海道庁などの要職を歴任し、
炭噴
や鉄道の建設および経営に尽力し、
明治二三年(一八九O)九月鉄
道庁第二部長、
同二六年(一八九三)三月鉄道庁長官を経て、
同年
二月逓信省鉄道局長となり、
鉄道敷設法制定後の鉄道建設・改良
に力を発揮した。
明治三O年(一八九七)一二月の鉄道作業局長官就任後は、
官設
鉄道の経営にあたっていたが、
在職中の明治三六年(一九O三)三
月一九日、
五六歳という若さで死去した。
墓は目賀田種太郎と
同じ
東京都都大田区池上の本門寺にある。
現存する荘一郎に関する資料としては、
ご子孫から譲り受け大垣
市立図書館が所蔵する「松本荘一郎家資料」(仮)
、
そして明治三一
年(一八九八)
、
荘一郎が発起人となって、
設立された帝国鉄道協
会、
現在の日本交通協会が所蔵する「松本文庫」などがある。
法学者で幣原内閣の国務大臣を務めた松本蒸治はその長男、
哲学
者の松本正夫はその孫にあたる。
このように荘一郎は明治期の日本における鉄道の敷設に力を尽く
した人物であるが、
彼の功績はそれだけでな
く、
多くの後進の人物
を育て ことにもある。
南満州鉄道の社長を務めた野村龍太郎、
養
老鉄道の創始者・立川勇次郎、
橋梁工事の第一人者であった那波光
雄などを育てたのが荘一郎であった。
2 
「亜行日記」について
次に「亜行日記」の書誌情報および簡単な内容について述べてい
く。「亜行日記」は松本荘一郎がアメリカに留学するために船 乗り込む前の明治三年
九月二七日か
ら、
アメリカ上陸後、
トロイに着
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いた周年閏一O月一五日までの日記である。
内容については、
日々に起きた、
または感じた非常に細かい点ま
でを書き記しており、
当時の海外渡航者の日記と同様に、
様々なも
のに興味をもっていることがわかる。
後に鉄道事業に従事する人物
「亜行日記」表紙
大垣市立図書館所蔵
そこにはその速度や快3bIし/\、
サンフランシ
スコからニューヨークまでに乗車した鉄道の感想も書かれている。
受か行J6・ね
適さに感動する荘一郎の気持ちが端的に描か
《史料紹介》 松本荘一郎 「亜行 日 記」
れている。
ちなみ
に 荘 一 郎 は 後 年
、日本
にお
いて食堂車や寝台車を
初 め て 導 入 す る が 、 こ の 時 の
経験が元
に な
っていた
の
か も 知 れ な い 。
も う 一 点 、 こ の日記で目を見 張 る の は 、 荘
一郎
の 漢 文 能 力 で あ る 。
至るところ
に
漢 語 表 現 を 見 る こ と が で き る 。
特に
風景描写
にはほと
んど漢文を用い
て い る 。
これは「松本荘一郎氏伝記一班」
にあるよ
うに
荘
一郎
が、幼少から漢文や書も親しんでお
り、頼山陽や池大雅
の書を写し取ってい
た経
験があった
からこそといえ
るだろう。
この
時 期
に留学生として選ばれ
た多くの人聞が、目賀田
も 含 め て 非 常
に
高い漢
学 の 素 養 を も っ
てい
た
ことは注
目 す べ き こ と で あ る 。
後に
彼
らが日本に持ち帰った
知識や専門用語を
日本語
に 翻 訳 で き
たの
は、
このような漢文能力があった
からこそといえる。
書障情報
について触れると、大垣市立図書館が所蔵する「松本荘
一郎家資
料 」
(仮)
のなか
には三種類の
「亜行日記
」が存在
する。
一冊は表紙の付いた
正本、残り二冊は副本と思われる。
正本は縦二
四.
二
セン
チ×
横一七.
五セ
ン
チ、和装で
二五丁から成っている。
今回の史料
紹介ではこの正本を底本とし
た。
副本は罫紙を紙縫りで
綴じ
た
ものと、罫線なしの紙を紙縫りで綴じた
も の が あ る 。
前者は
縦二四.
一セ
ン
チ×一
六 .
一セ
ン
チ、二九丁から成り、後者は縦二
八.
二セ
ン
チ×横
二0セ
ンチ、
二五丁から成っている。
ただ
し正副
本三
冊とも
に同一人物の手
によるものではなく、それぞれ別人の手
による筆写本と思われる。
この「亜行日記」正副
本一
二冊
に は 明 治四三年
(一
九一O
)三
月 一
六日
に松本端 が 荘 一 郎 の 子 息
である
蒸治
にあてた
次 の よ う な
書簡6
が添えられてい
た。
全 文 を 紹 介 す る 。
逐日、桃花も暖之処
、御当家御揃益御清安奉賀候、先達而
ハ、
親父著亜行日
記原稿貴 家
-一 無之旨御答
ニ付、乍延引写取事
奉候、
老眼視力之弱、
加て先年 よ り 手 指 麻 庫 拙 筆 不
如意
一一 付文字不成、
任誤字脱字等甚杜撰之至御用捨有之度候、乍憧御母公始め皆々様へ宜敷御鶴声可被成下候、先
ハ日疋迄得
貴 意 度 如
此候也
三月
十六日
松本端
松本蒸治様
この書簡からは当時、
「亜
行日記」
は松本端が所有してお
り、
松
本家
に な か
った
た
め、端が筆写した
ものを荘一郎の息子である蒸治
に送った
こ と が わ か る 。
つまり現在、
「 松 本 荘 一 郎 家 資 料 」
( 仮 )
に
ある「亜行日記」
一二
冊のうち 一 冊 は 少 な く と も 端 が 筆 写 し
たも
の と
考えられる。
また、
先
に も 述 べ
たと
おり
、荘
一 郎 は 明 治 三
六 年
に亡
くなっているが、松
本家
にとって「亜
行日記」は
荘一郎の遺著とし
て大切
に保管していく必要性があると
端は考えた
からこそ、この日
記を写し取り松本家
に送った
のであろう。
この日記の存在
については、昭和一三年
(一九三八)
六月に
刊行
され
た
目賀田種太郎の
伝記
『男爵
日賀田種太郎』
7
に、渡航の際の
様子の
史料として「松本荘一郎氏の「
亜行日記」と先生の自記」を
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使用したことが記されており、「亜行日記
」の存在は知られていた
ことがわかる。現在
、「先生の自記」の所在が確
認できないことも
あり、
目賀田の渡航の様子を伝える唯一の史料がこの「亜行日記」
では次にその目賀田種太郎と松本荘一郎との関係について
である。述べることとする。3.
松本荘一郎と目賀田種太郎
これまで何度か述べたが、今回、
この日記を取り上げたのは、
松
本荘一郎が専修大学創立者の一人、
目賀田種太郎と深い関係をもつ
ためである。荘一郎と目賀田の出会いは、
この日記にあるようにア
メリカ留学の際であった。その後、
明治一O年(一八七七)
四月に
目賀田の妹・録子と荘一郎が結婚す によって二人は縁戚関係となり、
その付き合いは生涯続くこととなる。荘一郎の葬儀にも目
賀田は親族として参列している。
目賀田種太郎について簡単に記す
と、
目賀田は旗本・目賀田守文右から目賀田種太郎、 同録子、
松本荘一郎(明治8年)
大垣市立図書館所蔵
の長男と
して
嘉永
六年
(一八五三)、
本所
太平町
墨田区)
(現
・
で生まれ
た。
幼い頃か
ら神
童と
いわれ
るほど
の俊才で
、
幕府の
昌平坂学問所で漢学を、
ついで同じく幕府の洋学研究機関・開成所
で英語や数 を学ぶ。
幕府滅亡後は徳川家とともに静岡に移住し、
静岡学問所で英語 教えるなど
ここでも頭角を現した。
明治三年、
文部省の国費留学第一期生として法律学を学ぶために
荘一郎らとともにアメリカに旅立つ。明治七年(一八七四)
にはハー
バード大学卒業 同時に帰国するも、
翌年には留学生を監督する立
場で再渡米、
引率の留学生には鳩山和夫がい
た。この二回のアメリ
カ留学中に知り合った仲間たちと 後の明治一三年(一八八O)に設立したのが専修学校(専修大学の前身)
である。
目賀田は大蔵官僚、
貴族院議員として様々な分野で活躍した。
大
蔵省主税局長、
枢密顧問官などの要職を歴任。特に税制行政に手腕
を発揮し、
酒税法、
煙草税法などの新設・改正に尽力したほか、
条
約改正などの外交問題にも携わり、
韓国の財政顧問も務めている。
そのほか日本の音楽
教育の土台つ
くりにも貢献。東京音楽学校
(現
・東京諒一一術大学)
創立者であり、
初代校長を務めた井沢修二と
ともに、
日本
の音楽唱歌を欧米の音楽と同化させようと研究も行っ
ている。大正
一五年(一九二六)、
享年七三歳で死去した。
今述べたように、
目賀田は明治三年と明治八年(一八七五)
の二
度にわたってアメリカ
に留学している。『男爵目賀回種太郎』には
自記の存在があったことが記されているが、
現在その所在が不明で
あることから、
この時期の目賀回の様子を直接知ることができない。
しかしながら
二回目の留学の際の様子は、
同行者である鳩山和夫
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(現総理大臣・鳩山由紀夫の曲目祖父
にして、専修学校講師、東京専
門学校
(現・早稲田
大 学 )
校長なども務めた明治期の政治
家)が残
した「留学日記」
日
によ
りある
程
度は知ることができる。
つま
り、
今 回 紹 介 し た
「亜行日記」
と合わせること
によって、目
賀田の
留学
の様子を一端
ではあるが、知
ることができるので
ある
。
日記に
ある
船内の様子や、アメ
リカ
到 着 後 の 荘 一 郎 の行程は目賀
田に
とっても同様の経験であり、この日記から目賀田
の 当 時 の 様 子
を う か が う こ と も 可
能であろう。
初め
て経験する海外での出来事は
作者・荘一郎
と同じよう
に日賀田
にとっても見るもの聞くものすべ
てが驚きの連続であったと思われる。
「亜行日記」
に目賀田
の名前が登場するのはわずか六
回ではある
が 、
トロ
イ
に行く経緯などが記されてお
り、目賀田
の生涯を考える
う え で は 大 き な 意 味 を も
っ。
特
にこの当時、留学生たちが何を考え
ていたのか、また居住地や学校
を選ぶ
際
に何を基準
にして決定して
いたのか、
また
そ
の助言はどのような立場の人が行っていたのかと
《史料紹介》 松本荘 喰� I亜行 日 記」
いうことをこの日記から知ることができるからで
ある
。
その
意味
にお
い て も こ の
史料を紹介することは、この時期の目賀
田の
動向を知るうえで重要なことで
ある
と考えている。
【註】1 朝 倉 治 彦
氏に
よる監修で、ゆま
に書房から一九八七年から八
九年
にかけ
て刊行された三六巻
からなる資料集。
2『
朝日日本歴史人名事典
』 (
朝日新聞社
一九九四)
3『
国史大辞典
第十三巻
』(吉川弘文館
一九九二)
4「
松本荘
一郎関係資料」
(仮)所収
(大垣市
立図書館所蔵)
5「
大垣市制卯周年記念大
垣ルネ
サ
ンス先賢展記念誌
先賢展本
』
(大垣市
か が や き ラ
イ
フ推進部市民活動推進課
二O
O九)
6「
松本荘一郎関係
資料」
(仮)
所収
(大垣市
立図書館所蔵)
7「
男爵日賀田種太郎
』(故
日賀田
男爵伝記編
纂会
8「
鳩山の
一生
』(鳩山春子
一九二九)所収
一九
三八)
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【凡例】翻 刻
に際しては、仮名づ
かいは清濁、振り仮名も含め、原則とし
て原本の通りとした。
ただし、次の点は改めている。
・翻刻
に際して漢字は常用漢字を用い、変体仮名、合字は通行の字
体に
改めた。(例)
1↓
コト、
同
↓トキ、
俺
↓ト
モ
・躍り字は原本どおりとし、漢字は「々」
、平仮名は「
、こ、
片仮名
はで
」、二
字以上は「/'\」
に統一した。
・適宜
、句読点、並列点を補った0
・なお
、史
料中
に、差
別用語などの不適切な表現が含まれている場
合があ
るが、歴史的
な 観 点
から
そ
のまま
掲 載 し た 。
明治一
二庚
午歳
九月
廿七日
八月
四日、大山圭岡校
一一 於テ
、
合衆国へ為留学被差
遣之旨
被仰付
タル
ヲ以テ
、午後諸事
ノ装
置ヲ
ナシ
、今廿七日朝、同校
ニ於
テ外
務省海
外旅行
ノ
免状井
-一 洋行規則書一冊
ヲ
受取リ、日本橋南柏木亭
ヨリ
午
後第四字諸友ト
分挟、馬車
-一 駕シ、第八字横浜
一一 達シ、入船町高島
屋ニ寓
ス
此日
、佐
賀藩香
月氏、余
輩卜同
命ヲ
受
ルト
難ト
モ、
不快
ノ為
メ後ル
、ヲ
以テ送
別セ
ン
トテ
、
横浜
一一 同行
セラ
ル
此夜
、佐賀藩石橋氏
-一 避遁ス
、亦藩命
ニヨ
リ洋
行セラ
ル
ヘキ
趣ヲ
キ
晴、晴時
ヨリ雨間至
ケ
廿八日
雪寄
南 校 御 雇 教 頭 米 人
「フル
ヘッ
キ
」氏添書アル
ヲ以テ
、横浜八十九番
英商「イ ト
ッワ
ー
ルド」氏
-一 行キ
、乗船
ノ都
合等諸事
ヲ
托ス、同人
甚懇切
一一 シテ
周旋最力ム、共
一一 亜商四番
乃チ太平海飛脚船社中
一一 至
リ、汽船及
ヒ「
サ
ンフランシスコ
」ヨリ
「ニ
ユl
ヨル
ク」
へ
ノ汽
車
切手
ヲ求
ム
汽船上等切手
メキ
シ コ 銀
二 百
五
十一
冗
汽車中等切手
九十
三元
外ニ
正銀五十
元バ
カ
リヲ懐
ロニ
シテ、
余ハ
「ニ
ュl
ヨル
ク」迄
ノ為
替手形ト
シテ
持 参ス
廿九日
快晴
今朝
第十字、小舟
ニ乗
リテ汽
船
ニ至ル、香
月氏ト
分快ス、船名「チ
ャイナ
」乃チ太平海飛脚船五般
ノ一
ニ シテ、
船長三百六
十尺
(英国
ヒl
ト尺
ニ シテ
吾一尺二寸
パ
カ リ
ナラ
ン )
、装飾頗ル
壮麗
ヲ悉
セリ
、
第十二
字過キ
抜錨ス、同船本国人如左
三候
公世子当時英
国御留学相成
ル一
一、
随従
セシ
公
子ノ
伝ナリ
西京人
森寺弘三郎
徳山世子英
国留学
ニ随
従ス
ル人
徳山藩
大野直亮
右両人
ハ当
六月
英国
ヨ リ 帰 国 シ 、
再ヒ同
国へ
赴ク人
ナリ内藤類二郎黒部銭太郎
右両
人ハ
藩
命一
一 依テ
欧
州 戦
争事情探索
ノ為
一一 赴ク人
ナリ
徳島藩
96 
徳島藩
同
武谷福三
森甚五兵衛
高良之助山田要吉
右四
名ハ
兼テ
南
校一
一同
寓セ
ル
ヲ以テ
熟知スル人
ニシ
テ、
今 度 藩
命ニ
依一
ア留
学ノ為
英国
-一 赴ク人
ナリ
同
徳島藩
同
飯塚十松寛庄
三郎
右両名
ハ 自分奮
発一
一 テ「サ
ン
フランシスコ」留学
ノ為
赴ク人
ナ
静岡藩
同
総 州
ノ人
横山錦柵
右ハ
太平海飛脚船社
中-
一雇ハ
レ
「サン
フランシスコ」
ニ在
留ス
ル人
姫路藩静岡藩
長谷川雄郎
日賀田種太郎
右両名
ハ余
力同
行
人ナ
リ
惣計十四人
横浜
ヲ去
ル数里
一一 シテ船
ヲ留
メ午 餐
ヲ
供ス、山海
ノ珍味凡
ソ五
十品、
午後 大
抵如此
、食畢
リテ
直チ
ニ抜錨ス、此夜乗船切手
ヲ以テ喫
食席
次ノ切
手一
一替へ
、乗客
ヲシテ各
其席次
ニ就カシメ、晴時
過キ
晩 餐 ヲ
供ス、其美午餐
-一 聡ユ
、此
日始メ
テ
躍腫純粋ノ飲食
一一 転スル
ヲ以テ
未ダ其美否
ヲ弁
別スル
ヲ得
ス、唯試験ノ為メ
ニ数
十品
ヲ嘗ム
ルノ
ミ、
尽日蓮岳依々晩看最奇
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半晴半陰
早暁窓戸
ヲ開
キ看
ル ニ
四顧砂若水天
一色半点
ノ山影
ヲ
見ス、所謂太
平洋
ナリ
、
一昨日十二字
ヨリ
今十二
宇一
一至ル汽船行程井
一一 船位如左
北緯
三十三度五十分
東経
百四十一度五 四分
距横浜
百六十八里
海里
ハ乃チ吾十六
Iパ
カリ
此日
ヨ
リ余
船量
ヲ病
ム
、乃チ船内
ノ
医ヲ
招テ
診
ヲ乞
ヒ、
薬ヲ
服ス
レ
晦
日
卜モ
飲
食頓
一二
新スル
ヲ以テ屡
々曜吐シ、頭痛山今々航海ノ苫、其快
ニ勝
ル
コ ト
亦数等、唯船一房蓉裡
-一 臥シ
テ一
片ノ
蒸餅一碗
ノ茶
ヲ
喫ス
ルノ
ミ
十月
朔
陰微雨間至ル
船量如前日、船行船位
ハ日
々報知ノ為メ
ニ会
堂ノ
階 側
ニ掲示ス
卜雄
トモ
、
別-
一関スルコ
トナ
キ
ヲ以テ日
々
之ヲ記セス
天気如前日
船量少シク快
ヲ覚
フ、晩餐後甲板
ヲ迫
遥シ運
動ヲナ
ス
二日
朝陰第十字
ヨリ
雨間至ル
此日船量大
一一 癒ユ
、始メ
テ定
例ノ
飲食
ヲ喫
スル
ヲ得
タリ
、伝後概ネ
欠席スル
コ ト
ナ
シ、唯時々朝眠
ヲ貧リ
、朝
餐ノ期
一一 後レ喫
シ 得
サル
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三日
コ ト
アル
ノミ
船中喫餐ノ時限常例如左
朝 餐
第八字半
午餐
第一字十二分前
晩 餐
第五字半
喫茶
第八時半
右ハ
大人
ノミ
ニテ
小児
ハ毎
食一時宛
ヲ
早クス、食時
一一
ハ船
憧鍛を
槌テ
之
ヲ報
ス、若シ不快ノ時
ハ船
房付キ
ノ船憧
ヲシ
テ之ヲ
吾
船房
一一 持チ来ラシム
船内乗組
ノ
人 員 井
-一 船客如左
船長
一人
所謂カ
ピテ
イ
ン
第一等第二第三士宮
各一
人ツ
\
機関司長
一人
舵 師
四人
所謂按針
役
会計方
一人
医者
一人
此他水卒、憧僕、賄
方二
人、埠等
惣計百三
十三人
水卒、憧僕
ハ皆
支那人
ノ
ミニ
テ、
庖厨司長
ノミ
両人計リ黒奴
ナリ、支那人皆此黒奴
-一 顧使
セ
ラル、
然レ
ト
モ皆
猶本
国ノ衣
裳ヲ
服シ、弁髪、売頭、華客ト
云フ
ノ本
色ヲ
失
ハス、之
ヲ何
トカ
一五
ハン
ヤ
上等旅客下等旅客
五十五人
三十六人八十三人
支那人
ハ 其不潔甚敷
ヲ以テ
ナル
力、
縦令富
豪ノ者
一一
テ十
二
分
ノ金
ヲ出
ス卜
難卜
モ
上等
客ノ乗
組ヲ
許サス
、飛脚船
ノ
通則ト
ヱミ
西洋人支那人
惣計
船中
ノ人
員
三百
七人
此夜喫茶
会ヲ畢
ル
後甲板上
ヲ迫
遥スル
ニ、
一片
ノ新月
天半
一一 在テ
、
洋中
ノ
眺望頗ル
悲壮
卜
可謂、旅案内中
ニ所
謂面白ク
モ
アリ又物スコ
クモ
ア リ ト
ハ是
等ノ事ナル
ヘ シ、甲板上
ノ会
堂
ニ入
ルニ
胡越対話
ノ
ミナ
ラス、英、仏、亜蘭
、イスパ
ニl 、
イ
タリー、
グリ1
キ
ノ諸
船
客等団繁シ
テ誇
ル ア リ 咲フアリ、晴唄
-一 痴情
ヲ
吐ク
者アリ、物理
ヲ
弁スル者
概ネ皆
英語
ナリ
、只
恨 余 輩
ノ了
解 シ
得サルヲ
、
坐中又五六
ノ婦
人
就中落後
ノ花卜可
謂者進ン
テ胡
511d
ヲ弾
シ、微妙
ノ胡
歌
ヲ奏
シ、曲終ル時坐客皆手
ヲ拍テ
喝 采 シ 、 互
-一 其国
ノ歌
舞ヲ
ス
、ム 、
一仏人又一曲
ヲ
弄シ求メ、遂
ニ余
輩一
一 至リ吾邦
ノ歌ヲ
奏セ
ヨト
云
ヘ
リ、固辞乃チ止ム、又航海中
ノ一
適ナ
リ
朗
晴
洋面如洗水雲一碧術仰鏡中
-一 在ルカ如シ、船客皆消日
ノ諸
戯ヲ
ナス
、
鰍臆
ヲ弄
スル
ノ
児童ア
リ、椅
一二党テ
喫
煙ス
ル老
人アリ、骨牌
ヲ以テ
輸扇
ヲ
争フ者アリ
、奏楽独楽スル者アリ、又甲板上
三一
一 尺
四方位
ノ
板ヲ
置
キ、
板上
ヲ九
区
-一 分チ、各其区中
ニ数
字
ヲ書
シテ、
三四間
ノ
距離
ヨリ
数箇
ノ鉄
丸ヲ
投
スル者杯奇事
ナシ
ト雄
ト
モ、
亦恰目娯耳
一一
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四
日
之シカラス昨夜風静 浪 穏 、 新
月 潮
ニ
生シ最幽趣多シ、船客中
横笛
ヲ 吹 ク 者 ア リ 、
頗ル
職情
ヲ動
セリ
晴
風勢激烈、船
ノ動指
高
低ノ差ヒ三
間 余
一一 至ル、船客苦
ヲ呼フ者多シ 、
五日
余 輩 幸
一一 之ヲ
免ル
陰勢逆風
此日
日曜
辰ナルヲ
以テ
、朝
第十字船内乗組ノ
耶蘇僧 集 会 堂
ニ出
テ、
経文
ヲ講シ 神 歌
ヲ奏ス、一婦人楽
ヲ奏
シテ之
ヲ
和ス、同船ノ船客皆
来衆シ、坐
起 数 回 執 礼 甚 勤 メ リ 、
如此ス
ルコ
ト凡二時
間ナリ
、
連日風勢阻逆
ナル
ヲ以テ舟
行甚遅
夕、
昨十二
字ヨリ
今十二
字-
一至
ル
ノ間僅カ
ニ海
里百
五十八里
ヲ奔ル
、船位如左
北緯
三十
度廿分
東経
百六十一度廿分
距横浜
千百
四十九里
此タ
晩
餐 後第六字過
ヨリ
講経奏歌スル
コト今朝ノ如シ
六日
七
日
尽日微雨、船行百七十里
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八日
天気如昨
数日中大洋調漫砂疋
ノ中
一一 在 リ
ト難
ト モ
、時々白黒二
鳥ノ
数頭連飛
浪ヲ掠
メテ
鞠
朔スル
ヲ見
ル
、西
人ノ日
ク是
レ鷹
ノ
一種
ナリ
、巣
ヲ作
ルニ
所ナシ
ト雄
ト
モ
能ク波間
ニ宿
スト
九
日
微雨間至ル
今日午時
ヨリ黄昏迄始メ
テ帆
ヲ掛
ル
ヲ得
タリ、晴時風勢又変ス、此
夜船客
集会、 各 其西細亜州
-一 在ル
時ノ記
行
ヲ読ミ大
撃談咲、時日々
本ト
云語
ヲ聞ク、蓋シ誹議噺瞬ノ語多キ
ナラ
ン、唯馬耳東風共
一一 其
坐ニ在
テ長
者黄髪ノ咲容
ヲ見
ル、亦一咲
ヲ
発スル耳
十日
晴、晩聞大雷電
、暴雨如
注
十一日
晴、時有微雨
後十一日
尽日大風暴雨
此行
日ニ
逆フ
テ航
海スル
ヲ以テ、
今日経度
百八十度
館町
一歪
ルヲ以
テ一
日ヲ
閏
ス、乃
チ昨
今両日共
一一 西暦
ノ木曜
日ト
ス、故
-一 再ヒ十
一
日ヲ
書ス、竹津北篠氏米行詩記中
ニ一
日ヲ
閏ス
ルヲ記
セルハ
乃チ目
疋
此事ナリ
、此日風雨甚敷
ヲ以テ舟
行船位
ヲ測
ルコトヲ
得
ス、西人税
近発明ノ一器「シ
キス
タ
ント
」ナル
者ヲ
以テ毎
日十二
字日光
ニ依
テ
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是ヲ
測ル
ヲ以テ
ナリ
十二日
H主円
朝 来 微
々順風アル
ヲ以テ午
時ヨリ
帆ヲ
掛ル
コト
ヲ得
タ リ
船行二日分共
ニ船
位如左
北緯西経陪一
T
A 制 帽 山
ノ ，41
三十度八分百七十度 五分二 百
九十二
里
距横浜
千
七
十
四
里
朗晴、海波平穏
日曜
辰ナルヲ
以テ常
例ノ講
経奏歌アリ
、飲食ノ美
モ平
日ヨリ
数等
ヲ
十三日
加
フ
晴、夜中雨
望快
晴晩間雲峰最奇観
ナリ
数日中
ハ航路
ノ正半
ニシ
テ大
陸ヲ
去ルコ
卜共
-一 二千里余、同行人皆
航海
一一 慣レ
テ又
其
苦ヲ
覚
ヘス、同タ甲板上喫茶堂
二血管
シ
テ、
本邦
ノ想像
談ヲ
ナシ
誼咲縦横航海ノ快最瀬惰ノ習
ニ適
スル
ヲ以テ、
其苦
ニ聡ユ
ル コ
ト幾
等ナ
ルヲ
知
ラス
夜間快
月如盆、洋
中 清 涼 可
愛、且
偶蘇老後遊ノタ
ナル
ヲ以テ、
森 寺 、
長谷川、目賀田三
氏卜
洋
酒ヲ
甲
板帆影ノ裏
-一 酌ミ、
吟賞
三曳
ニ至
リ
就寝、徒然
ノ余船房掲示ノ規則
ヲ訳
シ左
一一 録
ス
条毎
夕第十一字灯火
ヲ撤
シ、
諸事
此期
ヲ過
ス可ラス、但
病気中、船長或
ハ医
師ヨ
リ
免許
ヲ得タ
ル
者ハ
此
例一
一非
十四
日
第
ス
第二
条
第三条
船一房
井ニ会
堂-
一於
テ喫
煙
スルコト
ヲ禁
ス
猫犬及家禽
等ヲ
船房
一一 入ル
ヲ許サス
、若
シ之
ヲ携
フル
ノ人
ハ別
一一 運
賃ヲ
払ヒ、
船荷
トナ
スへ
シ
一切博実
ヲ厳
禁ス、且
撤灯後
ハ骨
牌遊
モ之ヲ
許サス
第四条
第五条第六条第七条第八条第九条第十条
抜錨ノ後直チ
ニ 会食席次ノ
切手
ヲ船
客
-一 与
フへ
シ、
船
客宜
シク
其
席次
ヲ
乱雑ス
ルコ ト
ナカ
レ
船客中若
シ酒
氷
ヲ求
ム
ルモ
ノハ宜
シク
食鈴
ニ 先タチテ
之ヲ
給仕
人一
一 命
スヘ
シ、
給仕人
ハ 会 食 中 食 机
ヲ離
ル
、
コ ト
ヲ許サ
、 ルヲ
以テ、
船客
最モ此
条ニ注
意
スヘ
シ
船客甲板
ヲ遁
遥スルノ
問、輪房井
-一 欄
外一
一 出ル
ヲ禁
ス、
且甲
板士官ト談話スル
ヲ許サス
免許
ヲ得
スシ
テ猿
リ
ニ 発銃スル
ヲ許サス
洋中
-一 於
テ万
一風波或
ハ其
他ノ
危難
ニ逢
フ時
ハ、船長
以下ノ諸司、船客ノ性命、諸物
ヲ安
全
ニ 保護スルノ責
ニ任
スヘ
シ、
故-
一船客
勉メ
テ騒
擾雑沓スル
コ卜
ナカ
レ、
且騒
擾
ハ 唯危難
ヲ加
フル
ヲ以テ最
注意鎮定ス
ヘシ
書庫中ノ書籍
ヲ借
覧セ
ント
スル者
ハ宜
シク
之
ヲ会
計長
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{ 呂
ニ生
口ク
へシ
第十一条
毎 朝第十
二 子
一二ノ士
宮各一屍
ヲ巡
覧
スへ
シ
O士官井
一一 水夫各其職
一一 在テ勉
強スルノ際、船客猿リ
ニ之一
一雑
探
シテ
其職事
ヲ妨
クル
ハ固
ヨリ
厳禁スル所
卜雄
ト
モ、
若シ危
難ノ
時ニ
当 リ船長
ヨリ
船客
ニ其救援
ヲ
乞フノ
コ卜ア
ラ
ハ、
宜シ
ク
容
易ニ之
ヲ 諾シ
テ各
適当ノ
用ヲ
ナ
スヘ
シ、
如何
トナレ
ハ小
船ヲ
下
タシ
テ覆
没ヲ避
ク
ルノ間
ニ至
ラハ
、船客亦自ラ其危難
ヲ救
フ者
ナレパ
ナ
リ
O 航 海 中 時
々救火調練ノ為
メニ
号
笛ヲ
吹
テ水
卒ヲ
集
ム ル コ ト ア リ 、
船客驚惇スル
コ ト
ナカ
レ
。奴僕中若シ
怠慢無礼ノコ
卜ア
ラ
ハ速ニ之
ヲ船
長或
ハ会計長官
ニ
生日
クベ
シ
以 上
中等
ハ 即 今 之
ヲ廃
止セルヨシ
、規
則モ等
級-
一由
テ小
異 ア リ
、右ノ如
ク規則書
ヲ
掲示スルト
雄ト
モ
、撤灯後甲板
一一 出テ
放
吟スル
者モ時
一一
ナキ
ニ ア ラス、会食中不 時
-一 酒氷
ヲ命
スル者最多
夕、
博亦大
モ概
ネ皆
破規スル
モ
ノ、如
シ
O去ル朔日夜中暁第
三字「
サ
ンフランシス
コ」
ヨリ
ノ本舶「
ジャ
パ
ン」
和桁剖.げ
ト云
ヘル
一 一洋
中ニ
テ避
遁シ、互
-一 小舟
ヲ下
シテ書
状、
新聞紙
ヲ取
替セリ
、是常
例
ナリ
ト
云、航路ノ密
ニシ
テ正ナル
其一端
ヲ証
ス
ルニ
足レ
リ
、忘却
セ
シ故追記ス
主円
既
望
《 史料紹介》 松本荘一郎 「亜行 H 記」
船行位置如左
北緯
三十三度廿二
分
西経
百六十度五十二分
船行一日間
二 百
十二里
夜間
月光清絶如昨夕
旬七日
晴、晩間微雨
海波最平穏
-一 シテ水
天
一 碧殆一円鏡
ノ内
ニ在
ル思
ヒ
ヲ
ナス
、太平海
ノ名実相副ト
云フベ
シ
船行
二百
廿六里
距横浜
三千三
百九十六里
航海後気候ノ平和
ヲ要
シ、船位常
一一 南-
一 在ル
ヲ以
テ頗ル
温暖
ナリ
シ
ガ 、 昨
今ハ
漸
次ニ
北一
一偏スル
ヲ以テ少
シ ク 冷
ヲ加
フ
陰場
船中
氷ノ尽ル
ヲ以テ供
シ 得
サル
ノ
報アリ
三十四度四分百五十一度四 分二 百
三十五里
十
八
日
船 西 北
行 経 緯
十
九
日
日青
。丁内 制 帽 川
ノ イ l
二百三十里晴
廿日
日曜辰西
人礼
ヲ修
スル
コ卜
如前日
陰
雨
廿一日
北緯西経行程
今夜郷書数通
ヲ作
ル、
「サ
ンフランシス
コ 」
港ヨ
リ
差出
スヘ
キ為ナ
三十六度
気候大
ニ寒
ヲ
加フ
百三
十七度零五分
二 百四
十六里
廿二
日
朝陰、午後震
廿三日
'快
晴
船中卵
ノ尽ル
ヲ報
ス
此夜晩
餐 後 、
一船客机頭
一一 立テ酒
盃 ヲ
挙ケ、
船長
一一 向テ弥
久ノ航路
無差
ハ全 ク 其
労一
一依
レル
ヲ謝
シ 、
且其
共
一一 安
全ナ
ルヲ
祝
ス、
衆客皆
立テ手ヲ拍
チ喝采
ス、船長答フル
ニ同
礼ヲ
以テ
ス、
衆客亦酒盃
ヲ挙
ケ凡
頭一
一立テ号
呼スル
ヤ 、
久シ、之
ヲ常
例卜
云フ、此日船行位
置如
左
北緯西経沿一
丁
A N 骨 川
ノ ，41
距横浜距「
サ
ンフランシ
スコ
」港
三十六度廿
二分
百三十二度十分二百
五
十一
里
守町-話
訂
五
千
七
十
二
里
二百
二
十四里
廿四日
今朝
早起、甲板上
-ご登
ル
ニ大霧濠々、暫ク
ニシ
テ朝
日三竿
ノ外迄
カ
「カリホル
ニヤ
」地
方ノ
連
山泡乏タル
ヲ
見ル、満舟
ノ船
客順
風ナキ
ヲ以テ常
則ヨリハ
日数多
分-
一力
、リタル、航海疲労後其喜
ヒ実
一一 可
見ナリ
、乃
チ 朝 餐
ヲ喫
シ、諸物
ヲ片付ケ
再ヒ
甲 板
一一 出テ
東方
ヲ
注視
ス、
第十 字 前船両山相擁
シテ其
間
一英里計
リノ処
ヲ過
ク 、 乃 チ 「 ゴ
l
』快
晴
ルデ
ンゲl
ト」
錦町一
一一 シテ「サン
フランシ
スコ
」
港ノ
咽喉
ナリ
、船
右ノ岬斗出
ス
ル所砲台アリ
、数百門ノ大
砲
ヲ見
ル、船左
港内ノ小
島
一一
ヲ見
ル、島上共
ニ砲
台ヲ
設 ク
此所
ヲ過
クレ
ハ乃チ港
ノ内海
ニシ
テ細
波激々、火船縦横
ニ奔
リ 白 ラ
盛大ノ趣ア
リ
船右黄結
ノ山上数万ノ人戸
ヲ見
ル
、乃チ港
ノ 商 家
ナリ
、十
一字
船港
ノ波戸場
一一 至ル、祝砲二発旅愁
ヲ破ル
船ノ港内
ニ至ルト
キ
旅館ノ小
周既
一一 飛
胴ヲ
乏へ
、競
テ旅
客
ヲ延カ
ン
ガ 為 メ
ニ本
船一
一来
ルノ
モ
ノ数十人、波戸場
一一 着ス
ル
トキ
乃チ右
ノ小
一則ニ
荷物
ヲ托
シ、馬車
一一 駕シ
テ
「オクシ
デン
タル
ホテル
」卜一
五旅庖
ニ至
テ投
宿
ス
上陸
ノト
キ此地
一一
テ日
本公
士ト
シテ
、旧政府己来御雇ノ「ブルlク
ス」
氏 出
迎ヒ
同車シ
テ旅
庖
一一 赴夕、
又御
一新 後 政 府
ヨリ
賜
ハリ
シ 委
任状
ヲ一不セリ
、旅居頗ル壮麗
-一 シ
テ七
層ノ楼
ヲ設
ケタ
リ、楼
一一 上 下
スル
一 一本 朝
所謂カラクリ仕掛
ヲ以テシ
、汽機
関ヲ
用ヒ
テ之ヲ
上下
セ
シム、
名ケ
テ「
イレ
ウェ
ー
トル
」
ヲ
上
ぷ
、又
「ブルチカル
レl
ル
ロl
ド」
側
ァ
酌ト一
五、喫餐
ノ為メ
ニ会
食
所一
一赴
クニ
数百人
ノ客
来集
シテ真
ニ盛大
ヲ極
メ、飲膳ノ豊美又驚ク
ニ堪
タ リ
、客房
ノ数凡
ソ四
百 余 、 晩 間 浴 後 「 ブ ル l ク
ス」
氏卜共
-一 街
路ヲ
散
歩 シ 要 用 物
ヲ求
ム 、
繁日
日ハ実一
一西洋旅案内
中一
一云へ
ル所
ノ如ク鉄道伝
信機妹網
ノ如ク
ニ
シテ
、馬車ノ往来
ハ櫛
ノ歯
ヲ引
クニ
似タリ、家屋
ハ数
層ノ高
楼ノ
ミ
ニシ
テ
気灯万点不夜城ト
云ベ
シ、就中街頭
-一 新聞紙
ヲ
売ルノ声耳
ニ
括シ
テ
、電信機ノ便
ヲ以
テ昨
西暦十六日
ヨ 我
聞 、英魯近来隙
ヲ生
シ、
既ニ
戒厳スルノ景況
アル
ナ
ド「ロンドン」ノコ
ト
マテ
瞭
然出
版セリ
、
此夜佐倉
ノ佐藤
百太郎
、徳島藩森源蔵、横浜人吉蔵
ニ面
悟ス、皆当
時在
港ノ人ナリ
廿五日
日青
早 起 朝 餐
ヲ喫
シ
、八
ム士「
ブルlクス」氏ト
共ニ
、港内小嶋ノ砲台見
物ノ為海岸
ニ至
リ小汽船
一一 乗組ム、船中乗合
一一 他ノ砲台ノ軍
事 総 督
有テ
、細君二女
ヲ携
フル
ヲ以テ同
行、本朝人
-一 面悟対話
セ
シム、小
女齢二
八ナ
レト モ頗
ル博学
ニシ
テ吾
邦人民ノ多寡歳入ノ惣数、輸出
入ノ金
高
杯ヲ
問へ
リ、又能ク仏語
独乙語
ヲ話
スル
ヨシ汗顔無比、
砲台
ニ達
スレ
ハ「ブル
1
クス」氏、
同港
裁判
所ノ免状
ヲ受ケ呉
タル
ヲ以テ、
惣督井
一一 次 官
一人誘導指点シ
テ砲台
規則砲
ノ大小等
ヲ説
諭
セ
《 史料紹介》 松本荘一郎 「亜行 日 記」
台即今徒刑ノ罪人ア
リテ、
土木ノ工
未ダ全
ク
竣ラ
ス
ト雄
ト モ
規 模 斉
整耳目
ヲ
一新スル
ニ足
ル、大
砲ナ
ルモ
ノハ
砲門ノ
径
リ十五六インチ
イわ々が情
、其
重サ或
ハ一門四十噸
-一 至ル、
砲数
ハ三百
円ト
云フ、台
中至ル所砲丸
ヲ積ミ
重ネ実
一一 驚
クヘ
キ京
況ナリ
砲台用フル所ノ花山岡石
ハ皆
十七年前
支那
ヨリ運輸シ来ル者
ニシ
テ、
当時
ハ未ダ
合衆国
内一
一之
レア
ルヲ
知ラ
サリ
シニ
、近来之
ヲ
発見シ即
今ハ
勝テ用ヒ
難キ程
ア リ ト
云フ、日疋又
其工
ヲ費ヤス
ノ
大ナル
ヲ見
ル
ニ足
レリ
、次
-一 一瞬 近 合 衆 国 新 発 明
ノ旋燦大砲
一発
ヲ放
チ、其砲丸海
上三英里計
リ
ニ至
リテ、
破裂ス
ル
ヲ見セ
シム、其費凡五十ドル計
リ
ナリ
ト云
町公判川
、此地
港内
ニ 六砲台ア
リト
聞夕、
時既
一一 遷レル
ヲ
以テ行
クヲ
果サス
午時旅館
一一 帰 リ 午 餐
ヲ喫
シテ後
、又「
ブル
l
クス」氏
一一 誘ハ
レテ
此
地ノ
「ウl
ドワlド
ガ
ルデン
」 ト
名ケ
タル博物園
ニ至ル、草木禽獣
魚虫ノ類
ヨリ
細ナル
ハ各国ノ紙幣等
迄ア
ラ
サル
者ナシ
、頗
ル奇観
ナ
リ、勝
テ記
ス可
ラス
此タ覚、飯
塚、横山三氏ト
分挟ス
、此夜河田
栄之助君
一 一逢
フ、佐藤
一斎
先生
ノ孫
ナ
リ、聞ク当時在港
本 国 人七人アリト
此地
ハ開港後僅カ
ニ廿
年-
一シテ
無類ノ薮沢ト
可謂故
ナリヤ、
中等以
下ハ
頗ル校滑多クシ
テ、
旅人ノ来ル
ヲ待
チ、
種々
ノ欺策
ヲ設
ケ利ヲ
射ル
モ
ノ多シト
注意ス
ヘキ
ノ
第一
ナリ
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港内気候吾八
月頃
ノ如ク
ニシ
テ
、且五
月巳前
ヨリ
雨ナキ
ヨシ
、樹木
ノ色
モ
皆 黄 結 色
ヲ帯
ヒ、
港ノ
辺山
ハ皆
結色
-一 シテ石
炭ノ
黒煙全港
一一
様 リ 、 空 気
ハ清
浄ナ
ラサ
ルヲ
覚フ
今夜汽車中ノ諸都
合ヲキ
\
上等切手ト
横浜
ニテ
求
ムル所ノ切手
ヲ
求メ替
ユ
上等切手
百十九元
又汽
車中寝床
切手
ヲ
求ム、
「オグ
デン
」
ニ至
ル迄
ノ分
一人
一一
テ六
ド
ル紙幣
ナリ
亜米利加南北
戦争以後
、紙幣流通スル
ヲ以テ物
価
ノ騰貴最甚シク、
且メキ
シ
コ洋銀合衆国洋銀当
今ノ価
如左、紙
幣
「グリ
ーンベ
ッキ
」
ト通
称ス青背
ノ義
一一
テ其
紙 背
ノ青キ
ヲ云ナ
リ
メキシ
コ洋
銀百
ドル
ニ付
合 衆
国金銀銭
百五
六ド
ル
百十
七ド
ル
時有小差
合衆国紙幣
通用
小銭ハ
「セ
ント
」
ヲ限
リト
ス 、 吾当百
銭卜同
位ナリ
、
尤モ
「シ
ー
ル」
卜
テ最
小銭
名アリ卜
雄ト
モ実
物ア
ルニ
非ス、
且
「サ
ンフ
ランシ
スコ
」
杯一
一テ
ハ五
「セ
ント
」
以下
ノ売
買ハ殆
ント
之レ
ナシト
云、
一部
内ハ
合衆
国ノ版
図ト云ナカ
ラ右
紙幣
今以
テ流
余全
「カ
リ
ホル
ニヤ
」
通セ
ス、
尽ク金
銀
銭ノ
ミナ
リ
晴
廿六
日
今朝第七字旅田
ヲ発
シテ
馬
車ニ駕
シテ
波戸
場一
一至リ
、
汽船
-一
乗リ凡
四英里程
内海上
ヲ渡リ
「ォ
、グ
ランド
」
ニ至
リ、
直チ
ニ汽
車一
一乗
リ
テ発
ス、
第八字
ナリ
汽車
ハ
粧飾美麗便利実
一一
可
驚
者ニ
シテ
、
大小便所
モ車
中ニ
備リ、
車
中ハ
温室
川
内
ヲ設
クル
ヲ
以
テ温
和不知寒、
当時汽車中世界
一一
冠タ
ル
者卜一
五
フ鉄
道ノ
尤
長キ第
一ナ
ルヲ
以テナリ
、
公士
「ブ
ルl
クス
」
氏
送リ
テ五
十英
里パ
カリノ
駅ニ
至リ
テ分
挟ス
此日
午
餐ハ廿
五分
時ニ与へ、
晩餐
ハ
品川分
時二与ヘ
タリ
、
共ニ銀
銭七
十五
セン
トナ
リ
通路小山迂曲
ノ中
及ヒ平
原ヲ
過夕、
汽車
ノ迅
速ハ竹
湾北僚
氏ノ句
一 一
路傍草樹難認得悦訪奔流浪碧
波ト
云ノ虚ナ
ラサル
ヲ知
ル、
大抵西洋
一時
間廿五六英里、
夜間
ハ寝
床-
一臥ス
、
安全
家一
一在
ルガ
如シ、
唯動
揺可
厭ノミ
廿七
日
快晴
今朝 ヨ
リ紙幣流通
ス、
毎食
一ド
ル、
終日
火車奔過
一ノ
記ス
ヘ
キナシ
、
過ク
ル所
概ネ噴
野ノ
ミ
此日
始テ
亜米利加土人
誠一可い寸断
ヲ見
ル、
被髪肩
ヲ過キ、
洋人
ノ古
衣ラ
シキ
者ヲ
身ニ
纏ヒ、
各ブ
ラン
ケ
ット
ヲ
被ム
リ、
汽車小憩
ノ間
車
窓下
ニ
来リ
飲食貨財
ヲ乞
フ、
嬰児
ヲ急
縛シ
テ 背
負フ
者アリ
、
赤粉
ヲ
両頬
ニ塗
抹シ修
飾ス
ル者アリ
、
蛮野
ノ醜
態
ヲ極
ル
ト可
謂、
且山
野中
土ヲ
撃ツ
テ穴居
ス
ルモノ
ア
リ、
木片
ヲ重ネ土 ヲ其
上
ニ置
キ室
ヲ構
フ
ル者アリ
、
又人
一一
シテ
非人
ノ態
ヲナセリ
、
晴時山
中ヲ
過夕
、
積雪班
然一
杯ヲ
掬シ
テ食
ス
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快晴
今朝第六字
「オ
グデ
ン」
ニ
達シ車ヲ
転ス、
寝床
代一
人ニ付
八ド
ルナ
リ、
「オ
グデ
ン」
ヲ発
ス
ル後
峰密迂廻
ノ中
ヲ過ク
、
山水映発頗
ル険
阻ノ地ナリ
、
名ケ
テ
「ジ
ビン
グゲl
卜」
組問
ト一
五フ
、
其十
二英
里間
険極
ルヲ
以テ
也、
其余通路
ノ景
況略昨
日
ニ同
シ、
唯車右
ノ
遠山皆雪
ヲ帯ヒ
風光可喜、
且途
上処々
ニ陣
営アリ
、
兵士皆銃
ヲ取テ
之
ヲ守
ル、
土蕃防御
ノ為ナ
リト
テ政
府ヨ
リ
出ス所
殆ン
ド一二
大
隊ニ至
ル
ト云
、
土
人ヲ
見ル
コト
昨日
二倍
ス、
又一
人ノ
小
斧川
マ
川
ヲ携
へ
状貌猛悪米国
廿八
日
歴史
ノ画
ニ類
スルヲ
見ル
陰磐微雪時至車前寒気如旭化
「 カ リ ホ ル
ニヤ
」ヨリ
以東地勢漸次
一一 高
クシ
テ、
今日過クル所
ハ有
名ナル
「ロ
ッキ
ー 」
山々
脈一
一 シ
テ海
面 ヨ
リ八千二百余
「ヒ
1ト」
ト
云フ、途
中 第一 ノ高処
ナリ
、此処又地
道アリ、途中第
一ノ
長地道
卜
廿九日
一五
フ
右高処
ハ風光頗ル佳
ナリ
ト雄卜
モ
、雪片車ノ車窓
-一 粘シ
テ眺
望ヲ妨
ケタ
ルヲ
以テ車
外ニ出
テシ
ニ、
風力強
烈ニ
シ
テ「サ
ン
フラン
シ
スコ 」
ニテ
求 メ
シ帽
子ヲ
吹飛
セリ
、余先キ
ニ船
路ニ
在テ太
平海ノ
月ヲ
賞シ、
本 邦
ヨリ粛ス所ノ帽子
一ヲ
失へリ
、
此ニ至
リテ過
チヲ一
一度
ス、古人
脱帽
ノ風流
-一 非ス
、迂拙唯自
咲スルノ
一減
ス
閏十
月朔
今日午後
第二
字「オ
マハ
」 陰
磐
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ニ達
ス之
ヲ鉄
道ノ
半途ト
ス、以東
ハ大
ニ
以西ト
景
況ヲ
異ニ
シ
、開化ノ決沿スルノ域ト
ス、汽車代百十九
ドル
ノ内
「オ
マハ
」
以 東
ハ僅
カニ
四十
三ド
ル四
十五
セ
ント
ナリ
、「
オマ
ハ」
ヨリ
以
東ハ鉄
道ゴ
一路
-一 分
ル、
ヲ以テ
ナリ
ト云
、寝床代一人
一一 付
一一下
ル
、第
四字同
所ヲ
発シ
「
ミッ
ソリ
l」河
ニ至ル、
汽 渡船アリ、
船中楽
ヲ
奏スルノ乞児ア
リ、旅
客ノ履
ヲミ
ガキ
テ数
銭ヲ
乞フ
ノ貧童
アリ、什小後至ル所概
ネ之
ヲ見
ル、川
ヲ総
ヘ
テ汽
車ヲ
転シ発
ス
此日晩餐
ハ「
ダイ
ニング
カル」ト
テ飲
食ヲ
備ヘ
タル車客車ノ後
二在
テ、
衆
客ヲ
シ
テ皆
此車
一一 就キ一
瞬百
里中
喫
餐セ
シ
ム、便利最極ム
卜
可謂、然
レト
モ如
何ナル
ヤ行
中唯此一
回ノミ
二日
H主円
今朝第十字過キ「ボリ
ング
卜ン
」ニ
達シ、
有 名
ナル
「ミ
シッ
シ
ッ ピ l 」
河ヲ
総ユ
、河二千二
百尺
ノ鉄橋
ヲ架
セ
リ、午 後第
四字
「チカ
ゴ」
府
ニ達
ス
、府人口三十万、
「ミ
チガン
」湖ノ口
ニ在 リ
、頗ル
繁華
ノ地
ニシ
テ合
衆 国 都 市 中 盛
大ナル
モノ
、一
ナ
リ 、
且鉄
道四方
ヨリ
幅
湊シ、
其駅
逓ノ
大ナル
殆ンド
世界第一ト
云、駅道
ノ雑
沓尤
モ甚
敷シ
テ余ノ
荷物
ナ
ド段
損セラレ
、不得己自ラ車中
一一 携ヘタ
リ
荷物
ハ元
ヨリ
「 チ
ェッキ
」
ト云者ヲ付
、 其 合 符
ヲ持
主
一一 渡シ、
常ニ
旅人車ト
ハ別
ナレ
ト
モ、
此駅
ニ
テ荷
数点検
ノ コ ト
ア リ 、
右ノ合
符ヲ
差出
シ其
数ヲ点
照セ
シ
ムル
ナリ
、荷物
ハ十
二分
ニ
ハU
堅固
ナラサ
ルベカラス
三日
晴
暁起車窓
ヨリ
見レ
ハ
四望ノ積雪銀世界
ヲ過
クル
ノ思
ヲナセ
リ
、午時
「オ
ハイ
ヲ」
河辺
ヲ過
キ「
ピッ
ブルグ
」
ニ至
リテ午
餐
ヲ喫
ス、相応
ノ都
邑ニ
テ殊
一一 盛大ノ製鉄所
数十
所アリ、晩間一駅
」誠一同
行
一一 至一
ア雨
駿カ
ニ至
レリ
、勿々汽車
ヲ転シ
、且晩
餐
ヲ喫
ス
寝床
ハ別
ニ之
ヲ求
メス「チカゴ
」
ニテ
求ムル切
手ニ
テヨ
キ由
ナリ、
ニ至
ル総計
廿二
ドル
「サン
フラン
シス
コ
」
ヨリ
「ニ
ュl
ヨル
ク」
此日
連
山ノ内
ヲ過ク
、
数所
ノ地
道アリ
、
「チ
カゴ」
ヨリ
以東
ハ数
日
前過
ク
ル所
卜大
一一
面
目ヲ
殊ニ
シ、
実一
一鶏
犬相聴
へ
桑麻相
望ム
ノ勢
ニ
テ開
墾殆
ント
隙地
ナ
シ、
然レトモ
従
来北部
ハ牧
畜人
工
ノ輸
出ヲ
主ト
スル
ヲ以テ
、
山間
モ多
ク牧
場ニ
シテ
田畦
ハ大
抵萄花黍
ノ枯
茎ヲ
見ル
ノ
ミ
此夜暁
第三字
「フ
ェ
ンデ
ル
フィヤ
」
ヲ過
ク卜
云
四
日
日主円
朝第六
字
「ニ
ユl
ヨル
ク」
府ニ
達ス
、
「ハ
ドソン
」
河ヲ
渡リ
テ馬
車
ニ駕
シ、
第八字
「メ
ト ロ
ポリ
タ
ン」
ホテル
ニ投
宿ス
午後
第二字
「モ
ント
リオ
ル」
ト云ル両
替屋
ニ至
リ、
手形
ヲ引
替紙幣
ヲ受
取リ帰
ル
、大
埜、
高、
内藤君同行、
此夜在留
ノ本
邦人
一一
避
遁ヲ
欲ス
レトモ
未
タ其
便ヲ
得ス
今日
余他行中、
当府
ノ
新聞紙屋
「へ
ラルド
」
ナル
者来訪、
森寺
ヲ
「プ
リン
ス 」
捕時
蜘
ナリト
シ、
及ヒ他ノ
十人
ノ文
官到
着卜
ノ妄
伝ヲ
札サ
ンタ
メ
ニ来
リシ
ニ、
長谷川、
森寺氏等応
接シ
テ帰セ
リ、
此後
七八名
ノ
新聞紙家逐
々来
訪種
々
ノ事ヲ
問
へリ
、
且余
輩ノ今
朝此府
一一
着シ
「ハ
ドソン
」
河ヲ
過ル時
、
汽車
中ノ
一米人能
ク余
輩
等ノ
来ル
ヘ
キコト
、
六人
ハ英
一一
赴ク等
ヲ熟
知セ
リ 、
電信機
ヨ
リ新
聞紙
ニ出
版セ
シヲ
以テナリ
「サ
ンフ
ラン
シスコ
」
ヨリ
此府
ニ至
ル
三千
四百
余英里
ナリ
五日
H青
今日
日曜
辰ナ
ルヲ
以
テ不
得己退
居セ
シニ
、
午時過
キ本
邦
人ナ
リトテ
来訪
スル
者
アリ
、
乃チ之
ヲ余
ノ室
中ニ迎
レパ、
乃チ花
頂
、 { 呂 様
一一
テ御
留学中
ハ
東隆彦公
ト申
上ル旨ニ
テ、
随従柳本、
藤森
君ナリ
、
今朝出
版ノ
新 聞
紙一
一テ日
本人
ノ
「メ
トロ
ポリ
タ
ン」
ホテル
ニ止
宿セ
ルヲ
聞
キ御
来
訪ノ由ナリ
、
文明
一盛微
ト云
へシ
、
暫ク
シ
テ高
戸、
五十
川 ノ
両君亦
来レリ
、
乃チ共
一一
晩
餐ヲ
喫シ、
晩間森寺
氏卜共
ニ
数町
ヲ拝
送
シテ
街頭
ヲ迫
遥
ス
(六
日
晴)
今朝
一書ヲ認メ服
部、
折田
二君
一一
差
出ス、
二君
ハ岩
倉殿公子
随従
ノ
人ニ シテ
、
余発程
ノ前
殿
ヨリ
公子
方へ
ノ御 托シ
物御伝言
等アリシ
故
ρ0 
ナ
旅庖
盛ン
ニ過
キ多
費ナ
ルヲ
以テ
英行諸人
井ニ高
、
山田両
氏一
一別ヲ
告
ゲ、
「ニ
ユl
ヨル
ク
」府
東「
ブル
lクリ
ン 」
ノ「
ピン
ポン卜
ハ
ウス
」
卜云
小旅居
一一
転
寓ス、
乃チ
花頂宮様御寓所
一一
テ柳
本、 藤森
二
君モ亦
同寓
ナリ
、
旅庖
ハ
「ニ
ユl
ヨル
ク」
「サ
ン
フラ
ンシスコ
」
共-
二昼
夜四ド
ル半
、
或ハ
五ド ル、
其他物価
ノ高
貴甚
シキ
、
其一
二 ヲ
左一
一録
ス「ニ
ュl
ヨル
ク」
ニテ
衣服
一襲尋常
ノ
者七十五
ドル
位 、
朋友間感冒
セシモノア
リテ
旅居中医
ヲ招
キ診
ヲ
請フ
ニ、
僅カ
ニ左
右ノ
内
一手
ヲ
握リ
二一
ノ
容体
ヲ聞ノ
ミニテ
、
二三
診一
一付
各廿
ドル
ノ謝
礼金
ヲ要セ
リ、
勿論
薬ハ
別一
一薬
舗-
一 テ求
ム
ル也
七
日
晴
今朝柳本氏
ト
共一 一始
メテ
「フ
エル
」
氏一
一行キ
、
「フ
ル
ベッ
キ」
氏ノ
添書
ヲ致
シ、
且諸
事ヲ
托ス
今午後服部君来
訪セ
ラル
、
岩倉殿御
托シ
ノ諸
物ヲ
渡ス
八
日
晴
今哨時薩藩湯地氏来
訪セ
ラル
、
今般来着
ノ内
同藩前
田氏
アラ
ンカト
テナリ此頃新聞紙
ヲ閲
スル
ニ
普仏戦争同前
ニテ
昨日
杯カ
又々仏
兵大敗
ヲ取
リ、
「パ
リl
」
城内
モ兵
根ノ尽
ク ル
ニ至
ラントス
、
若シ然
ラパ
必ス
降ル
ヘシ
、
魯英
ノ隙
ハ殆
ン
ド解ケ
テ兵
ヲ挙
クル
ニ至
ラズ
ナド
出版
セ
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主円
今朝第十
一
字長谷川、
目賀
田両
氏
ト
共ニ
「フ
ェル
ス
」
氏ヲ
訪ヒ、
都
府近
傍ハ
浮花ノ風
習流
行ス
ルヨ
リ入
費モ従テ
多分
ナレパ
、
先「
ツロl
イ」
府ニ留
学ス
ヘキ
ヲ
決答
ス、
帰路高、
山田両
氏ノ寓ヲ
訪
ヒ、
且教
師「
ラlシl
」
氏-
一面
陪ス
九
日
十
日
日青
今朝
高戸、
五十川来
訪 セ
ラレ
、
「ブ
ル1
クリ
ン」
中ニ諸
画ヲ 集メ
税
近画術
ノ進
歩ヲ示ス為メ
ニ縦
覧セ
シム
ル者アリ
ト ノ
噂アリ
、
乃チ
花頂宮様
始メ
一
同行
テ之
ヲ見
ル、
大小諸画山水人物草木等皆金縁
ノ
額ニ
シテ
、
貴キ
者ハ
其
価皆五
六百
金
一一
至ル
ト云
、
其数
モ
亦数百皆真
致ヲ
極メ、
就中夜景気灯
ノ画
杯
ハ其
妙殆
ンド
名
状ス可ラ
ス
今日
午
後高、
山田両
氏来訪
セ
ラル
、
「プ
リン
ス 」
或ハ
「ラウ
レンス
」
ニ留
学
セラ
ル ヘ
キ由ナリ
今日服
部氏
ヨ
リ「
テレ
グラl
フ 」
ニテ
余ニ何
ノ
地ニ留
学ス
ル
ニ決
セ
ンヤ
、
何日
頃来
訪ス
ヘキ
ヤヲ
訪ヒ来ル
今朝日賀回、
長谷川両氏
ト写
真セ
シム
十一
日
晴
今午時前高木
三郎
君来
訪セ
ラレ
、
乃チ
長谷川、
目賀
田両
人ト
同
氏ニ
誘ハ
レテ
「フ
ェ
ルス
」
氏ニ至
リ
「ツ
ロイ
」
府ノ首
尾ヲ
聞キ、
夫ヨ
リ
「セ
ント
ラル
パ
1ク
」
硝瑚地
-一
至ル、
苑内馬
車
アリ
テ皆
之
一一
駕シ
テ苑
中ヲ
遊
覧ス
ル
ナリ
、
所謂文王
ノ
園方百里
ナル
モノニ
シテ
、
「サ
ンフ
ラン
シスコ
」
博物苑
ノ如
ク木
戸
銭ノ
如キ
ヲ飲メ
ス、
生憎普請中博物
ノ所
ハ
全ク之 ヲ見
得ス
ト難ト
モ、
珍禽奇
獣ハ
頗ル
多夕、
且国
裏山水
ノ妙
天
工ニ
加
フル
ニ人
工ヲ
以テシ
、
清潔無繊塵、
且水
ヲ
撤シ途
ヲ 夷
ラカ
ニス
ル
ノ馬
車、
林ヲ
清
メ落
葉ヲ
払
フノ
園
丁、
非常
ヲ防ク
ノ兵
士
MU
等万
事備具実
二昌一銭
ノ
一端
ヲ見
ル
ニ足
ル、
遊客
ハ本
ノマ
、沢
可
鑑ノ
車一 一乗
り、
各富豪
ニ誇
リ美
麗
ヲ競ヒ
東奔西走其穀相撃
一一
至レリ
固裏
ノ道
江川
曲シ
テ殆
ン
ド十
英
里ナリ卜一五
、
同ノ右
側ニ大
池アリ
、
「ニ
ユl
ヨル
ク」
府中
用ユ
ル所
ノ水ヲ
貯フ
ル者
ト一
五フ
、
帰路長、
目
両氏
-一
別レ
テ高
木氏
ト
共ニ
「ハ
ドソン
」
河ヲ
除へ汽
車一
一駕
シ
テ
、
夕
方七字過
キ
「ニ
ュl
ブロン
スウ
イl
キ」
一一
至ル、
岩倉殿世子
旭公
ヲ
訪ヒ談
、
第十
二字
一一
至ル、
乃チ
一旅居
-一
就テ
宿ス
十二
日
今朝高木君来
訪セ
ラレ
、
乃チ
共ニ龍
公氏
ノ寓
-一
至リ
拝謁
ス
、且
南部
公氏
-一
拝
昭ス、
談中折
田、
山本
ノ
両氏亦来
レリ
、
午時頃
折田氏
ト共
ニ勝
氏ノ
寓ヲ
訪ヒ、
小鹿君井
一一
杉 浦
君一
一面
悟シ、
且午
餐ヲ
喫シ
、第
四字諸君
ト
分挟、
汽車
一一
駕シ
テ夕
方第六字頃
「ブ
ルl
クリ
ン」
一一
帰
晴
jレ
勝氏寓
一一
テ杉
浦君
ヨ
リ所
聞、
当時当国留学
ノ本
邦人如
左
花頂宮御事
「ブ
ルl
クリ
ン留
学
東隆彦公
「ニ
ュl
ブロン
スウ
イl
キ」
留学
岩倉新侍従公事
旭小太郎世子
岩倉八千
丸公事
全上
龍小次郎公子
森岡前知事公御舎弟
全上
南部英麿公子
佐土原世子
ボストン
島津
又之進世
子
同御舎弟
一一
ュlへl
ブン
丸岡武郎公
子
町田啓三
郎公子勝小鹿
同
全土
静岡房州公子息
ニュ
l
ブロン
スウ
イlキ
鹿児島
藩
同同同同同
同
取当
同 守層 同
命学
ヲ
ノ
奉本
ス 邦
ル
人
人
也
佐土原藩
同同
熊本藩
同
上
シルス
トン
ボストン
ニュ
lへ1
ブン
アイダサカ
合衆国海軍学校ブルl
クリ
ン
、
ッド
ルトウン
一ュ
lへl
ブン
ボスト
ン
ニュ
lへl
ブン
向
上
ボストン
向
上
杉浦弘蔵折田彦
一
吉田彦
麿
湯地治右衛門
長沢鼎
松村淳蔵野村
一介
永井五
百助
大原令之助
平山太郎橋口
宗儀
- 108-
児玉章
吉
林源助
津田亀
太郎
伊勢佐太郎富田鉄
之助
服部
一蔵
山本重輔奈良真志
井上
六三郎
本間
英一郎
山田何
某
同
同
備一町一誠一眼
ー刊いノ同調
ハ合衆国海軍学校
仙台藩山口藩
同
盛岡
藩
ザ孤立則
同
久留米藩
モルス
トン
ニュ
l
ブロン
ス
ウイi
キ
同
上
同
上
\此両
人
ハ幼
年
「ナ
カラ
学業
ハ
-一朗
ル進
歩セリ卜
/一
五フ
ボストン
向
上
岡山藩
士倉正彦
ニュ
l
ブロ
ン ス
ウイlキ
長岡藩菊間藩
同
上
白峰駿馬手嶋誠
一
高戸賞
士
五十
川基
柳本直太郎藤森主
一郎
高良之助山田要
吉
右之外脱走
ノ
姿一
一テ
「ミ
チ
ガン
」
杯-
一モ留
学セ
ル本
邦人
アリト
、 英
国杯
ハ又
更一
一多
キ様
-一
聞ケ
リ、
英国
人ナド
ノ日
本ヨ
リ
盛ン
ニ留
学生
ノ出ル
ヲ驚ケ
ル
モ亦
宜ナリト
一五フベ
シ
先キ
ニ
福井藩
日下
部太郎
卜云
ヘル
人
天資鋭敏、
加フ
ル
ニ勉
強ヲ以テ
シ、
学業頗
ル不
群
ナリシ
ニ不
幸一
一シテ
労症
一一
躍リ
テ死凶
ス、
「ニ
ュー
ニ葬
レリ 卜テ
勝氏
ノ寓
ニ
テ新
墳ノ写
真ヲ
一見
セ
フル
デルヒヤ
福山藩
ブル
lクリ
ン
同大学南校小助教元
福井藩
花頃殿御家来一冗
盛岡
ノ人
同
上
同
上
向
上
徳島藩
(
此二
人ハ余
輩
同
同行
ノ人
ブロ
ンス
ウ
イl
キ」
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リ、
可惜
十三
日
今午前長谷
川、
目賀
田両
氏 ト
「フ
ェル
ス 」
氏一
一至リ
、
「ツ
ロ
iイ
」
へノ
添書
ヲ持
帰ラ
ル、
O明日
「ツ
ロ
lイ
」
府ヘ赴
クヘキ
ヲ
以テ
、 今
晩間高戸氏
ヲ訪
ヒ別
ヲ告ク、
宮様柳本同行
ナリ
陰
磐
十
四
日
陰
騎
ヲ発
シ馬
車-
一駕
シテ
「ニ
ユ!ヨ
ルク
」
府
内ノ駅
逓ニ
至リ
、
第十字汽車
-一 駕シ
テ同
府ヲ
発ス
、
過路
「ハ
ドソン
」
河ニ
沿フ
両
岸ノ
奇石怪岩畳
々紛
出、
且小
山好曲其風光本邦発程後
見
ル所ノ
第一
トス
ヘシ
、
晩第五字
「ツ
ロ
lイ
」
府一 一達
ス、
此間百五
十
五英
里
ナリ
、
「ニ
ュ
ート
ンウ
ィル
ソン
」
氏駅所
ニ出
迎セ
ラル
、
第三
坊百四番
ノ寓
居
一一
至ル、
「ウ
ィル
ソン
」
氏ハ
「フ
ェル
」
氏ノ添
書致
シクレ
タル
人ニ
シテ
、
此府中学校
げ
ヵ
げ
ノ教
頭
、ナリ
今朝第
八字
「ピ
ンポ
ント
」
十
五
日
陰
今朝
「ウィ
ル
ソン
」
氏ノ子
「フ
レ
ッド
」
余輩
ヲ誘
テ街
頭
ヲ迫
遥
シ、
Qd 
必用
ノ諸
物ヲ
求メ
シム
午後
「ウ
ィル
ソン
」
氏ヲ
尋ネ、
学校
-一
至リ日
課ヲ
定ム
日課
朝第
八九
字ノ間
一時間
読書
午後第
二
字ヨ
リ三字
迄
数学、
語学
夜間第七
時ヨ
リ 一
時間定課
-一
非ス
読書
「ウ
ヰル
ソン
」
氏ノ懇
切余輩
ヲ待
ツコ
ト子ノ如ク
大
一一
安
堵ノ思
ヲナセリ
、
当府
ノ人口
五万
余 ニ
シテ
「ウ
エス
トツロl
イ」
卜一
河ヲ
隔ツル
ノミ
、
頗ル繁
華ニ
シテ 「一
一 ユ
lヨル
ク 」
「ボ
ストン
」
府等
へ日
々数
回汽車往来
シ、
便利
一
ノ歓
典ナク
、
人物総
テ質
朴
ニシ
テ 、
都下浮華
ノ景
況ナク
大
一一
留
学ノ都
合ニ可
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